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妊娠前半期および後半期の骨密度変化に及ぼすカ
ルシウムおよびたんぱく質摂取量の影響
………………………………………米山京子，他

不登校傾向と自覚症状，生活習慣関連要因との
関連
静岡県子どもの生活実態調査データを用いた
検討………………………………中村美詠子，他

特定健診・保健指導の標準的な質問票を用いた身
体活動評価の妥当性………………川上諒子，他

公衆衛生活動報告
形式の異なる生活習慣改善プログラム選択の決定
要因および継続者と脱落者を判別する参加者属
性の検討……………………………中根明美，他

地域専門機関とインフォーマル組織間のネット
ワーク構築促進プログラムの開発
………………………………………村山洋史，他

地域専門機関とインフォーマル組織間のネット
ワーク構築促進プログラムの評価
地域包括支援センターおける試行
………………………………………村山洋史，他

糖尿病予防のための特定保健指導プログラムの効
果に関する取り組み………………富田早苗，他

連 載
保健師助産師看護師法の改正と保健師教育の
展望…………………………………麻原きよみ
健康の社会的決定要因…………………吉井清子
ヘルスサービスリサーチ………………今中雄一
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家族の生存を装い年金を不正受給する事件が次々と明

らかになっている。一方では2009年度の国民年金の納付
率が60を下回り，過去最低を記録したという。若者の
非正規雇用者が増加したことも背景要因として大きいよ

うだ。何れにしろ，年金制度の根幹が揺らいでいる。や

はり，アメリカ合衆国の Social Security Numberのよう
な背番号制を導入し，年金，税金，異動情報等の国民の

情報を外国人も含め一元的に管理するシステムを一刻も

早く構築すべきだろう。弊害よりもメリットの方がはる

かに大きい。自殺者数は12年連続して 3万人を超えてい
る。日本は世界で最も平和で長寿で安心して暮らせる国

であったはずだが，どうも様子がおかしい。財政赤字は

今も増え続け財政破綻が年々現実味を増している。地域

医療では医師の専門性および地域による偏在により医師

不足が顕在化し崩壊の危機に瀕している。総合的な診療

のできる質の高い一般医を幅広く養成し，予防を医療の

中に体系的に組み込めば，医療費高騰の抑制に貢献でき

るだろう。年金，医療，経済に共通してわが国で問題な

のは長期的な戦略の欠如である。世界情勢が目まぐるし

く変化する中でわが国が生き残るために必要なのは，明

確なビジョンに基づいた強かな戦略である。（坂田清美）


